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九̂

(

九
'五
：四}

批

評

と

紹

介‘

に
：反
響
を
及
ぼ
し
れ
る

.が
如
く
な
ぅ
し
が
、
彼
等
平
生 

の
聲
言
に
副
は
ざ
る
こ
ビ
の
甚
だ
し
か
.ぅ
し
は
'
 
論
を 

俟
仿
ず
P

，而
し
て
開
戰
後
仏
於
て
は
、
祉
會
主
義
潘
は
. 

全
く
聲
を
收
め
て
"
.何
等
非
戦
熱
を
鼓
吹
す
る
に
勉
め 

ざ
る
の
み
な
ら
す
、
同
主
義
潘
に
し
て
劎
を
把
つ
て
ク 

同
胞
人
類
の
殺
傷
に
從
ふ
者
あ
る
に
至
つ
て
は
"
言
論 

行
動
共
に
矛
盾
を
極
む
る
も
のV

J

云
は
ざ
る
を
得
ず
。 

斯
の
如
く
し
て
彼
等
は
、
戰
後
に
於
て
、
如
何
に
し
て 

彼
等
の
言
論
に
對
す
る
世
間
の
信
用
を
繫
が
んV

J

す
る 

か
"

抑
も
亦
斯
る
彼
等
の
行
動
は
能
ぐ
國
民
の
感
情
^
 

調
和
し
て
"

戰
後
に
祉
會
主
義
0

運
動
を
碰
な
ら
し
む 

る
の
所
以
な
る
か
、
或
は
戰
爭
に
於
て
斯
く
態
度
を
瞹 

昧
に
し
た
る
社
#

主
義
卷
は
講
和
問
題
の
起
れ
る
際
に
，
 

棬
土
重
來
の
勢
を
以
て
、
運
動
を
試
み
ん
ど
す
る
も
の 

な
る
か
'

是
等
の
諸
問
題
は
今
日
»

潘
の)

考
を
煩
は 

す
所
れ
る
を
失
は
す
0 

:

:

本
書
の
著
*

フ
ム
ブ
レ
1」

圯
の
*

何
な
る
人
な
る 

や
、
之
^.
.
明
に
す
る
能
は
す
o

唯
说
が
最
近
兩
三
年
間

第 
<
,铖

.

S
I

I

に
公
列
し
た
.る

働

代

表

の

靡

史

I「

ロv

丨
ト
，K

 

ッ

ブ

ル

.，
ガ
ー

ス

傅

記

」

.
0

雨

.
書

.
に

據

る

1
ミ

き

は

.
、

^

が
. 

«1
:
會

主

_又
は
勞
働
運
動
等
0
;問
题
に
就
.て
見
識
を
備 

ふ
る
こ
:̂
を
知
る
を
得
；べ
し
'0
本
書
は
前
記
諸
稀
の
疑 

惑
を
解
か
ん
ヾ」

し
た
な
も
の
に
し
て
，
序
論
結
論
の
外 

に
十
七
章
を
設
け
"
內
七
章
に
於
て
各
®
社
會
*
義
漭 

園
體
の
狀
況
を
叙
し
"
進
ん
で
戰
爭
S
總
亂
盟
擺
業
ど
. 

の
關
係
を
論
’じ
，
第
十1

章
以
下
第
十
七
章
に
¥;る
間 

に
：於
て
、’
各
國
社
會
主
義
潘
の
戰
领
忙
對
す
る
m'
Jl
を
，
 

國
別
に
依
て
記
述
し
、
第
十
八
章
に
於
て
講
和
倐
#
に 

對
す
る
橄
會
主
義
の
：意
：嚮
を
論
じ
.た
h
o
.ro
し
て
著
翥 

が

以

上

の

叙

述

を

爲

す

や

-'
新

聞

雜

誌

又

は

演

說

に

依
 

て
"
社
會
主
_
ft
表
漭
の
意
見
，を
擧
ぐ
る
に
勉
め
、
偏 

私
的
論
評
は
之
を
避
け
だ
る
の
無
あ
6

0
獨
逸
の
社
會 

主
義
者
が
開
戰
前
に
於
て
は
、
主
義
の
命
ず
る
所
に
據 

つ
て
、
非
戰
蓮
動
に
從
ひ
た
る
に
^

f
t '
、
開
戰
後 

飽
度
を
昧
に
す
る
は
、
倚
ほ

11
國
に
對
す
る
感
犄
代 

支

配

せ

ら
_

る
.
/
*も

の

な

る

と

ヒ

'、

戰

後

の

#

和

條

件V」

し
て
、
侵
略
主
義
を
排
し
、
：民
族
に
依
て
國
墩
を
劃
定 

す
，る
の
希
親
'を
有
す
る
こ
S

英
國
の
社
會
主
義
潜
が
.假 

-

命
ひ
澉
國
主
義
の
獨
逸
を
倒
す
も
"

同

1

主
義
の
露
國 

勢
力
の
勃
興
に
掛
念
し
つ
ゝ

ぁ

る

こ

€

の
■
點
は
最
も 

明
瞭
杞
論
述
せ
ら
れ
た
ぅ
。
唯
大
陸
諸
國
に
於
け
る
最 

近
の
狀
況
を
叙
述
す
る
に
就
て「

フ
ォ
ル

ク

H

ル
ッ」 

の
外
、
主
ビ
し
て「

マ
ン
チ
エ

ス
タ
1

7

グ

ア

ー
デ

ア

ン

」

 

フ
ー
ユ
ー

ス

テ

ー

ッ

マ

ン

，
等

英

國

の
資
料
に
擄
れ
る
は 

稍

ゃ

物

足

ら

ぬ

感

な

き

^

得

ず

^ :
_

も

、
開
戰
中
の
今 

日
に
於
て
已
む
を
得
ざ
る
所
. ^

す
可
き
炉
。(

堀
江)

武

藤

榮

治

郞

著『

會

計

法

規

通

論』

：
:
'

へ
大
茈
四
年
七
月
萊
苽
资
文
舘
發
5
 

i

猫
版
六
四
七
頁
定
值
金
笟
圆
31

拾
錢/:

我
帘
國
の
歲
入
燄
出
に
關
す
る
規
逛
は
形
式
上
に
於
て
顔
*
艘
賴
せ：

る
の
：.觀
ぁ
リ

.°例
へ
ば
、
攛
法
1
1於
ズ

は

特|:
國

家

の

會

骷

に

關

す

岑

}

雖(

第
六
窣)

4.
胶
け
、
則
稅
並
に
公
俊
，歲
針
豫M
.1
豫
露
U
據
ら
ざ

る
緊
急
支
出
、#
訃
の
檢
齊
等
に
關
し
て
職
蜇
灯
る
典
範¥
觉
め
、
且

第

九

怨

(

九
洱
五)

批
評
と
紹
介

つ
則
1-
'會
骱
法
，.會
齚
规
.則
、
物

品
>#
&
规
則
ノ
官
洧
財
產
管
_
规
則 

金
斑
規
則
ノ
#
針
檢
齋
院
法
银
か
制
觉
し
て
、
，
國
庫
の̂
入
变
出
1:
躭 

令
て
綿
密
周
到.
る̂
取
扱
規
則
か
股
け"：

財
放
.の
運
用
上
遺
漏
な,
1 

し
め
ん
>
>
と
か
期
せ
る
が
如
し0ハ
然
るli

Jl
i
等
賭
種
會
訃
法
規
の
實
隙 

上
0
躯
用
に
就
き
て
之4
糊
：る
に
、
法
文
の
州
語
が

r
致
せ
ざ
る
所
あ 

名
が
爲
.め
じ
、
往
々
！

1

し
て
財
政li

關
ヤ
る
政
府
の
賢
任|:
躭
咅
て
疑 

毅
^
决
マ
る
.ニ
と
ゎ
リ
。'彼
の
：豫
備
金
变
出
の
^
^
承
餓
並
じ
所
謂
货 

任
.
1
1關
す
名
間
經
は
此
领
疑
親
中
最
も
货
翌#
る
も
の
打
リ
と
す
。

本
锊
1

散
法
規
孤
論』

|1
此
等
の
，問
艇
の
み
^
ら
ず
、
總
て
の
#
!?
1
* 

規
定
！

2

關
し
て
明
細
^
る
解
_
か
試
み
れ
る
も
の
允
リ
0
本
宵
は
分
ら 

て
緖
論
> 
第1

窣
總
則
、
第
二
筚
豫
算
、
第
三
寧
取
入
、第
四
草
支
出
、維 

五
萆
決
#
、
第
六
.寧
滿
如
觅
除
"
第
七
筚
歲
計
剩
餘
楚
期
繰
越
激
雜
外 

収
入
及
び
觉
額
展
入
、
第
八
.寧
政
府
のH

祺
及
ぴ
物
件
の
蹵
買
貸
借
、 

笫
九
禅
出
納
宵
斑
*
館
十
箄
雜
則
,'
笫
十一

草
附
則
、
M
1
I給
論
と
し 

明
饴
ニ
十
二
尔
ニ
月
屮
.一
R
の
_公
.布
に
做
る
畲
計
法
か
茶
統
的
且
：つ
逑 

條
的
に
說
明
す
る
と
同
時
ド
、
懑
诛
の
.條
款
、
會
訃
規
M
の
條
文
等
％ 

引
用
銮
购
し
彼
逄
對
照
し
て
.>
會
||
]
'
法

規

の

糖

心

か

阑

观

す

る

に

務

め
 

れ

り

.0
丽
し
て
潘
锴
は
現
！1
,會
訐
锻
楚
院
副
檢
逾
官
嫌
，藉
記
背
と
し
て 

會
訃
官
吏
0
所
廣
の
適
：否
如
趕
案
導
究
す
る
.の
職Li

相
る
漪
な
る
を
以
. 

て
、
縱
令
其
の
^
明
斷
逛
等
が
多
少
時
と
し
ズ
：は
獨
晴
的
傾
肉
か
帶
ベ 

る
の
嫌
^
し
とiK

ひ
難
し
と
.オ
る
兔
メ 

I

.首,1,

句
行
政
背
；

g

態
度
口
吻

館
A

誠
-

二 m



龄
九
^

,(

ヵ
3£
'^)

批

評

と

；紐
介

か
脫
^

.?
;
る
臌
茁
無
私
，の
辦
案
忠
首
れ
ら
：ざ'る
，は
な
1
タ

:
1

」

1截
潜
..の
所
說
如
犮
1
2
.紹.介
ぜ
ん
";
.馨

は

脅
^
法
规
|1
廣
狹 

.一一.

檄
.の
意
義
.あ
り
と
し
、
擗
赣
の
畲
評
法
と
は_
家
-の
.
.
.
|
|
^

的
活
.動
：1
1 

關
す
名
總
て
め̂

^

か

沄

び

、

狹

鞔

の

畲

骱

法

規

と

，
は

-1
^
の
，—

^'
- 

沽
勋
を
し
て
訃
削
あ
り
、
秋
序
あ
リ
系
統
あ
ら
し
.む
る
手
續
上
の
法
双 

か
謂
ふ
も
の
尨
リ
と
せ
り0(
本
^
|1
於
て
踰
ず
る
11
即
ち
^
狹
義
の
會| 

!|
1
'法
規
カ
リ
と
す
。

)

次
1
1锻
漪
は
豫
銘
を
以
て

『

天
^
が
齓
國
_
會
の
一 

協
赞
か
經
て
逛
む
る
所
の
錄
入
歲
出
の
見
褙
丧
に
し
て
同
時
！：
天
皇
ふ

j 

り
政
府
に
對
し
て
下
し
れ
る
會
計
上
の
訓
令

』
と
想
義
し(

三
三
丨
四 

真
}、
迆
ん
で
镦
餘
は
法
祺
な
り
と
の
學
說
を
駁
し
て
、
遨
法
第

f

ハ
十
七
一 

條
の
規
想
4*
极
據
と
.し
豫
览
は
形
式
上1
1於
て
も
將
?:
又
實
苡
上
に
於
、一
 

て
1
法
律
に
非
ず
と
斷
货
せ
り0(

四
四
瓦)

K
に
羰
備
命
变
㈩
の
i

 

W 

取
鎅
„レ
躭
き
て
蜜
卷
は
政
府
が
謎
脅
に
之̂
求
む
^
'は
貴
任
解
除
(?
>
‘爲

i 

め
.

ず
し
て
*
餓
曾
の
協
賢
權
を
脑
保
す

K?

爲
め
尨
W

と
ば
り
。

：| 

.政
麻
は
天
蟲
に
的
つ
て
货
任̂
資
ふ
も
の
な
石
も
、
鋪
會

1
1對
し
て
賢 

任

>

Mit
ザ
、
從
つ
飞

I

f

出
：！

關

し

て

政

府

が

Iの
祺
後| 

#
辦
か
求
む
可
き
の
，规
楚
%
般
け
れ
み
は
饑
會
を
し
て
其
支
出
が
當
な 

得
た
.る
も
，の
^
る%

否
や
の
..意
見
^
公
.示
す
る
の
.
.機
#
4»
典
ふ
.名
は 

法
り
と
5-
°( 

一
0

0
丨
一
〇1

1

5
次
に
今
#
帝
國
購
倉
.淡
1
:傲
族
院
It 

於
て
政
府
を
火|-
辟
易
せ
し
め
?:
.る
所
謂
#
住
支
3
問
胤
|;
關
し
弋
、 

.费
歡
1
1
^
^
^
出
钱
^
|翁
の
.鹰
^
駿

.1
>

:て
_::::湯

,

«

^

^

^

:

_

法
ぃ

:

辦
八
顿 

一
二
.四 

115
文
'<0
.解
禪
と
し̂
ほ
許
す
べ
か
ら.ざ
芯
.不
.常
の
i

.

の
^
リ
，

』

.
と
_
苜 

.せ
'リ

ス

，一.:
,一
 
.
§)

，：«
任
^

|«
の
^

^

^

#は
^

^
無
き
0
放
如
以
て 

:

國
緣
0
急
務
か
^

^
は
付
す
る
こ
と•能
は
ず
と
耷
へ

v

も
、
m
銘
に
骱 

土

：せ'ざ
.名
特
殊
^
費
用
.路
毁
虫
ぜ
ん.’ 

撳
備
毁
.の
存
す
る
あ
り
我
し 

:

霜

u

し
ズ
不
足.を
告
げ
ん
か"
親
：法
笫
七
十
蜂
の
規
焰
IW
依
り
財
政 

上
^i

^
l
^

^

了 /

と
か
得
る
なy

o
何
^
咨
ん
で
«'
賢
.任
突
出
4 

嵌
弋
し
以
て.法
淨
上
极
據
众
令
處
蹬
か
執
.る
か
製
せ
ん
や
。
又
自
く
所 

:.謂
賢
.任
变
.出
は
.费
¥
の
.憤
辑
！1し
て
.不
文
の
憩
法
の
如I
と
o
然
り
と 

濰
も
、
成
文
：辯.法
：の
趣
旨.|;
反

す

名

憤

習

は

之

：か

認

.む

.る

卩

由

な

く

 
-
通 

.戀
0
:行
：励
は
幾
れ
^
之
^
織
返
す
も
依
然
と
し
て
逾
織
れ
^
な
り
o
贽 

任
衷
農
成
蹄
ほ
^
魏
'4
.
.立
.て
.、
日
く
、
I

f

1

0
 一
 

1

^
 

名
‘
.が
故
！

i
、

之
：|-
超
過
し
れ
る
突
出
も
^
法
館
六
十
四
條
婼
ニ
樹(

羰 

銘
ノ
軟
填
=

_過
>
又
ハ
豫
尊
ノ
外
.ニ
：电
^

次

ル

交

出

，
ァ

シ

ト

キ

ハ

後
 

日
.帝
_
議
+章
ノ
承
餓
チ
求
么
^

'.
f
^
x
.
v
の
範
画
に
屬
す
と
着
锻
は
之 

.
に

侧

い

て

白

：く

、

.

有
の
鲦
現
及
.ぴ
_
隹
第
六
十
九
條(

遯
ク
ヘ
ヵ
ヲ
サ 

シ
：
豫

算

ノ

：
不

足

'

チ
補
.
7爲
1
1夂
产

-m
#
ノ
外
ゴ
虫
か
タ
;v
必
袈
/
费
用 

ヒ
苑
少
ル
爲
.？1激
^
^
'チ
殷
.ク
へ
ど

會
針
法
第
七
條(

豫
隸
中
ri
般 

夕

人

，
キ

豫

備

#

ハ

浚

ノ

，

一:1.

項

'

J

,-*

分

少：

第

：
•一 

；激

_

金

第

二

.
豫

開
 

金

：
，

.

.

第

命

ハ

趣

ク

ヘ

力

.ヲ
サ
ル
.豫
#:
ノ
不
-足
毁
チ
釉
7'
% 
ノ 

>
.ス

塑

1豫
備
金
.
.ハ.豫
銘
外
こ
.生
レ
タ
>v
必
要
ノ
爪
ニ
充
少
ル
せ 

J
v
r
,
3 

.
M
U會
財
法
谘
八
條
，

(

1

金
-チ
以
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